
美唄市情報化推進計画 第 4 次改訂【概要版】 

（美唄市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画） 

 

全国の情報化の方向性 

 

 

 

 

 

美唄市の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の取組事項：地域社会のデジタル化、デジタルデバイド対策、書面・押印・対面の見直し、 

オープンデータの推進 

 

 

重点的な取組事項          具体的な内容 

情報システムの標準化・共通化 地方公共団体における情報システム等の共同利用、手続の簡素化、 

迅速化、行政の効率化等を推進 

マイナンバーカードの普及促進 出張申請受付などの積極的な実施により申請を促進するとともに、 

臨時交付窓口の開設、土日開庁などによる交付体制の充実 

自治体の行政手続のオンライン化 マイナポータルからマイナンバーカードを用いてオンライン手続を 

可能とし、利便性の向上を図る 

自治体の AI・RPA の利用推進 限られた経営資源の中で持続可能な行政サービスを提供する 

テレワークの推進 働き方改革と新型コロナウイルス対策においては、感染拡大の防止 

や行政機能の維持のための有効な手段としての取組を行う 

セキュリティ対策の徹底 業務の利便性・効率性の向上を目的とした対策を実施 

○国の動向…「地域におけるSociety5.0の推進」 

 ・行政手続のオンライン化 

  ・AI・ロボットの導入の推進 

 ・デジタル技術の活用を前提とした規制の見直し 

○北海道の動向…「北海道 Society5.0 構想」 

・未来技術を積極的に利活用 

・地域、産業、道民生活が根本から変わる新た

な社会システムの実現を目指す 

⇒北海道全体で、連携及び協働してビジョンの実

現を目指す 

基本方針 

（1）財政状況を踏まえた施策の選択 

（2）まちづくりのＩＣＴ活用 

新型コロナウイルス感染

症の拡大防止と社会経済

活動の両立 

生活利便性の向上 

まち・ひと・しごと創生総合戦略(R 元策定) 計画期間 令和３年度～令和７年度 

デジタル化の推進 

第 7 期総合計画前期基本計画(R2 策定) 

Society5.0 の推進 

ＩＣＴの有効的な利活用、経費削減 

人口減少 

各計画等との整合性 

 

厳しい財政状況 少子高齢化 


